
 
令和７年２月１４日 

愛  媛  大  学 
 

瀧本和誉 博士（北里大学理学部 助教）が 
第 41 回井上研究奨励賞を受賞 

～愛媛大学大学院理工学研究科での博士論文が 

化学の基礎領域を新たに拓いたとして高く評価～ 

つきましては、ぜひ取材くださいますようお願いいたします。 
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このたび、愛媛大学理学部 佐藤久子研究員（プロジェクトリーダー、元理工学研究科

教授）の研究グループで博士号を取得した瀧本和誉博士（本学大学院理工学研究科博士

後期課程修了、現 北里大学理学部助教）が、第 41 回井上研究奨励賞を受賞しました（贈

呈式：令和７年２月５日）。本賞は、過去３年間に理学・工学・医学・薬学・農学等の自

然科学分野において、新しい領域を開拓する可能性のある優れた博士論文を提出し、博

士の学位を取得した 37 歳未満の研究者に贈られるものです。本年度は、全国の大学等か

ら 145 名の推薦があり、選考委員会による厳正な審査を経て、40 名が選出されました。

瀧本和誉博士は、愛媛大学からの推薦を受けて今回の受賞に至りました。 

受賞対象となった研究は、新たな光学活性金属錯体の合成法を見出し、その自己集合

現象や外部刺激応答性を解明しました。さらに、その錯体のキラルセンシング手法への

応用の可能性を示し、生体系でのキラル物質のその場分析を目指しています。瀧本博士

の愛媛大学大学院理工学研究科博士課程で行った研究が化学の新しい基礎領域を拓いた

として高く評価されました。 

PRESS RELEASE 

 

本件に関する問い合わせ先 

(担当部署) 愛媛大学理学部 

(担当者名) 佐藤久子 

TEL：089-927-9599 

Mail：sato.hisako.yq@ehime-u.ac.jp 

 



愛媛大学大学院理工学研究科博士後期課程修了の瀧本和誉博士（現 北里大学理学部助教）

が、第 41 回井上研究奨励賞を受賞しました。公益財団法人井上科学振興財団が授与する

井上研究奨励賞（Inoue Research Award for Young Scientists）は、過去 3 年間に、理

学・工学・医学・薬学・農学等の自然科学の基礎的研究において、新しい領域を開拓する

可能性のある優れた博士論文を提出し、博士の学位を取得した 37 歳未満の研究者に贈呈

されるものです。本年度は、全国の大学等から 145 名の推薦があり、選考委員会による厳

正な審査を経て、40 名が選出されました。瀧本和誉博士は、愛媛大学からの推薦を受けて

今回の受賞に至りました。 

受賞対象となった研究は、光学活性金属錯体の新たな構築法を確立し、その自己集合現

象や外部刺激応答性を解明するとともに、キラルセンシング手法への応用可能性を示した

ものです。研究の独創性と重要性、研究者としての将来性などが評価され、受賞に至りま

した。本研究成果は、瀧本博士が愛媛大学大学院理工学研究科博士課程において行った研

究に基づいており、化学の基礎領域を拓いたとして高く評価されました。 
 

博士論文題目 配位化学に立脚したキラル構造の構築とその応用：金属錯体の合成と分

子キラリティ認識 

指導教員 佐藤久子 愛媛大学大学院理工学研究科教授（当時） 

本研究では、以下の 3 つの主要な成果を達成しました。 

1. 世界初の配位不飽和な 5 配位キラルイリジウム(III)錯体の合成と単離 

通常、光学活性なイリジウム(III)錯体は、塩素架橋二核錯体（二量体）を前駆体として

合成される 6 配位イリジウム(III)錯体を光学分割することで得られます。本研究では、

有機配位子へのアルキル鎖の導入によって二量体の形成を阻害することで、これまで

にほとんど報告例のない配位不飽和な 5 配位イリジウム錯体の合成および単離に成功

しました。さらに、この錯体は光学分割が可能であり、光学活性な 6 配位イリジウム

(III)錯体の有用な前駆体になることを見出しました（K. Takimoto et al., Dalton 
Trans. 2021, 50, 13256.）。このアプローチは、従来のキラルイリジウム(III)錯体合

成における通念を打破するものであり、これまでにない機能性材料の設計に道を開い

た成果です。 

2. キラルセルフソーティング現象と外部刺激応答性の発見 

上記 5 配位イリジウム(III)錯体が、自他のキラル構造を選別しながら自発的に集合す

る現象（キラルセルフソーティング）を示し、外部刺激応答性（サーモおよびメカノク

ロミズム特性）を持つことを発見しました。この現象は、単量体-二量体平衡に基づい

ており、アルキル鎖を長さ調整することで、平衡状態およびクロミズム特性を制御で

きることも明らかにしました（K. Takimoto et al., J. Am. Chem. Soc. 2023, 145, 

25160.）。この成果は、従来のキラル分子集合体研究には見られなかった小さな集合

体におけるキラルセルフソーティングが、刺激応答性材料の設計に応用できる可能性

を示したものです。これにより、キラル分子の選択的集合と機能制御の新たな可能性

が広がりました。 



3. キラル金属錯体を用いた分子キラリティ認識への応用 

キラル金属錯体を用いた分子キラリティ認識への応用として、アキラル配位子を有す

る亜鉛錯体を用いた NMR 分光法によるキラルセンシングを世界で初めて実証しまし

た（K. Takimoto et al., J. Phys. Chem. Lett. 2020, 11, 8164.）。従来の分子キラ

リティ認識は主に水素結合や分子間相互作用に依存していましたが、本研究では革新

的に配位結合を新たに導入し、これにより低濃度の標的キラル分子を高感度で検出で

きることを示しました。この手法は、標的キラル分子のキラリティが亜鉛イオンへの

配位結合を通じてアキラル配位子に正確に伝達されるメカニズムに基づいており、キ

ラル金属錯体を用いた新しい化学センシング技術の発展に大きく寄与するものです。 
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瀧本和誉博士のコメント 

このたびの受賞を大変光栄に思います。博士論文研究に

おいてご指導くださった佐藤久子先生をはじめ、多くの

方々に支えていただきましたことに、心より感謝申し上げ

ます。今後は、配位化学を基盤とした新たなキラリティ研

究の発展に尽力し、生命科学と融合した機能性材料の創出

に貢献できるよう、研究を進めて参ります。 

経歴 

2017 年 3 月 愛媛大学 理学部化学科 卒業 

2019 年 3 月 愛媛大学大学院理工学研究科博士前期課程 

環境機能科学専攻 分子科学コース 修了 

2022 年 3 月 愛媛大学大学院理工学研究科博士後期課程 

環境機能科学専攻 分子科学講座 修了 

この間 2018 年 10 月～2022 年 3 月 物質・材料研究機構 研修生 

2021 年 4 月～2022 年 3 月 日本学術振興会 特別研究員 DC2 

2022 年 4 月 北里大学 理学部化学科 助教  現在に至る 

 

【参考】公益財団法人井上科学振興財団 

https://www.inoue-zaidan.or.jp/b-01.html?eid=00059 

https://www.inoue-zaidan.or.jp/b-01.html?eid=00059

